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習慣や技術、価値観等、人間が他から学ぶ等して引き継ぐも

の全般、即ち、人間の営為のほとんどを文化と捉え（図1）、DS

を用いて分析し、文化に関する確かな情報を社会に還元する

ことを目的に文化情報学部が開設された。

文理融合を謳うカリキュラムや学部を作っても、結局文理

が交わることのない状況に陥るケースもある。文化情報学

部では、先述した「文系的な態度で問題を発見し、理系的な態

度でその問題を厳密に規定し、仮説を立て、データをとって

分析・検証する」という一連のプロセスで問題を探究する科

目を多く設け、人間の自然な力として文系的態度と理系的態

度を発揮できるようになることを目指したカリキュラムに

よって、文理融合を実現した。

多彩なテーマを扱う中、必修科目には、「文化情報学演習1・

2・3」（1〜2年次）、「ジョイント・リサーチⅠ・Ⅱ」（3年次）、「卒

業研究Ⅰ・Ⅱ」（4年次）等がある。「文化情報学演習」では、基

礎的な探究型演習として、現象の見方やDSによる解析手法

と解析結果の解釈の仕方、レポート作成の方法等を学ぶ。

「ジョイント・リサーチ」では、グループ単位で研究活動を行

い、問題を発見・解決する能力を養う。その際、文理両方の領

域の教員が指導にあたることが推奨されている。専門性の

軸足として4つのコース制を敷き（図2）、そのフレームの中

で自分の観点を育てていく。そして「卒業研究」では、学生に

対して教員が「自らの力の50％くらいを注いで」（下嶋学部

長）、マンツーマンで指導にあたり、問題の発見からモデル

化、仮説立て、データの取得と分析、仮説の検証という一連の

プロセスに取り組む。

このようにして探究型のカリキュラムを徹底してきた理

由は、文理融合を実現する手法であることに加え、「学生達を

教員と同等の、研究機関の一員として扱う」という考えから

であるという。「文化に関する確かな情報をデータに基づい

て取得し、社会に還元するという目的に向かい、学生も教員

も一体となって研究活動を行うことで、学生がいちコン

シューマーから社会に貢献する人材に進化していってくれ

るだろうという思いで取り組んできました」と下嶋学部長は

述べる。

さらにもう一つ目指しているのが、「理系的なことは苦手

だ」「自分の専門分野は1つだから他のことはしない」といっ

た誤った苦手意識や専門意識から生まれた自分の殻を、自ら

破れる人を育てることだという。「DSを用いて文化を研究

することで、未知の領域に飛び込む知的バイタリティや勇気

を育てていこう、と。そうすれば、例えば、世の中が変化して

仕事をめぐる状況が変わっても、学習によって自らの置かれ

た状況を克服することができるでしょう。これは、連携・横

断の意義の一つでもあります」と下嶋学部長は話す。

他方で課題としているのが、学修成果やディプロマ・ポリ

シーの達成状況の可視化だ。「教育・研究がうまくいってい

る手応えは感じているが、可視化はまだこれから。測定方法

も含めて検討が必要」だという。

「開設から17年間、理想に向かって教員と学生とでがむ

しゃらにやってきて、漸くわれわれの教育・研究の強みや改

善点、成果が見えてきつつあります」と話す下嶋学部長。そ

れを踏まえて次に見据えるのは、カリキュラムの洗練化と、

研究成果の芽の伸長だ。2024年に予定しているカリキュ

ラム改編においては、強みをより明瞭にし、改善点を改めた

カリキュラムにするべく検討を進めている。また、研究成果

については、今育ちつつある芽を大きく伸ばしていく。「学

生達と共に様々に取り組んできた試行錯誤が、今、豊かな土

壌となり、研究の芽や茎に育ってきているものがいくつかあ

る。それを今後、文化情報学の幹、そして大きな樹にしてい

きたいのです」と下嶋学部長は意気込む。学部教育のさらな

る発展と学生の活躍に今後も注目したい。

（文／浅田夕香）

2005年に開設された同志社大学文化情報学部は、文化を

データサイエンス（DS）の手法で研究するという、文理融合

型の学びを実践している学部である。当時はまだ少なかっ

た文理横断的な学びに先進的に取り組み、実を結んでいる要

因はどこにあるのか。学部長である下嶋 篤教授に17年間

の歩みと今後の課題を伺った。

学部開設時の狙いは、「課題や問題に対して、状況や内容に

応じて文系的なアプローチと理系的なアプローチを切り替

えながら解決できる人を育てる」ことだったという。その背

景には、人は本来、文系的な態度と理系的な態度の両方を

持っているにも拘わらず、文理を分けてどちらかだけを伸ば

す教育が長年なされ、あたかも文理は人間の類型や能力の違

いであるかのように言われるようになったことへの危惧が

あった。「問題解決において、まだ課題が課題としてはっき

りと認識されていない時は、文系的な態度で問題を言語化

し、そこからは理系的な態度で問題を規定・モデル化し、仮説

を立てて検証していく。こうして文系的態度と理系的態度

を問題の内容や状況に応じて切り替えて発揮できる人を育

てるために、文理の障壁を取り払った教育を作ろうと始まっ

たのが本学部です」と下嶋学部長は話す。

そして、具体的な方法を模索する中で着目したのが、デー

タの科学、今で言うDSだったという。当時、自然科学の対象

ではなかった文化の研究にデータの科学を適用させていた

村上征勝氏を学部設置準備室に招聘。芸術や芸能に限らず、
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図1　文化情報学研究が包含する領域

図2　4つのコース
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